
■ 能 登 半 島 地 震 ・ 志 賀 原 発 、 そ し て 原 発 長 期 災 害

中 で の 放 射 能 汚 染 継 続

二 〇 二 四 年 元 旦 、 Ｍ 七 ・ 六 の 能 登 半 島 地 震 が 起 き 、 二

三 二 名 （ 一 月 一 八 日 、 関 連 死 を 含 む ） の 死 者 と な る 大 惨

事 で あ る 。 四 ｍ を 超 え る 隆 起 に よ る 湾 の 機 能 不 全 、 道 路

の 寸 断 、 液 状 化 、 土 砂 崩 落 、 家 屋 倒 壊 、 家 屋 火 災 と あ ら

ゆ る 災 害 形 態 が 一 挙 に 生 じ た 。 幸 い 志 賀 原 発 は 停 止 中 で

あ り 甚 大 な 事 故 に は 至 ら な か っ た が 多 く の 課 題 を 残 し て

い る 。 外 部 電 源 故 障 、 オ フ サ イ ト の 放 射 能 測 定 器 の 機 能

不 全 、 道 路 寸 断 に よ る 避 難 計 画 の 全 面 破 綻 等 で あ る 。 改

め て 地 震 大 国 の 日 本 で の 原 発 稼 働 の 危 険 性 、 及 び 原 子 力

緊 急 事 態 宣 言 中 で あ る 事 実 を 強 く 受 け 止 め る べ き で あ

る 。

筆 者 は 福 島 県 飯 舘 村 の む ら づ く り に 一 九 九 〇 年 代 よ り

関 わ っ て き た 。 飯 舘 村 の 七 五 ％ 以 上 が 森 林 に 覆 わ れ 放 射

能 物 質 が 降 っ た 。 宅 地 と 農 地 は 除 染 し た が 、 森 林 は 住 宅

や 道 路 周 囲 の 二 〇 ｍ の 落 ち 葉 除 染 （ 土 壌 は 除 染 せ ず ） の

み で あ る 。 放 射 性 セ シ ウ ム （ 以 下 Ｃ ｓ ） 、 特 に 半 減 期 三

〇 年 の Ｃ ｓ 1 3 7 が 残 っ た ま ま で 、 麓 の 住 宅 は 除 染 し て

も 再 度 の 汚 染 が 襲 う こ と が 予 想 さ れ る 。 飯 舘 村 民 の 「 初

期 被 ば く と ふ る さ と 喪 失 」 裁 判 の 支 援 と し て 二 〇 二 一 年

秋 に 飯 舘 村 内 一 二 軒 の 住 宅 の 放 射 能 測 定 を 行 っ た 。 そ の

際 に 、 各 宅 地 で の 除 染 前 後 及 び 半 年 〜 一 年 後 の 環 境 省 の

デ ー タ （ 二 〇 二 四 年 〜 二 五 年 ） も 比 較 し た 。 除 染 後 に 空

間 線 量 率 が 増 加 す る 宅 地 は 二 三 ％ あ り 、 周 囲 が 山 林 で あ

る こ と か ら 除 染 後 の 再 汚 染 が あ る こ と が 推 察 で き た 。

合 計 一 四 八 地 点 で 地 面 、 地 上 約 一 ｍ 、 地 上 約 二 ｍ の 高

さ 別 で の 空 間 線 量 率 比 較 で は 、 地 面 の 線 量 率 が 高 い 傾 向

と な る （ 図 1 ） 。 除 染 後 の 風 雨 、 落 葉 の 堆 積 等 に よ る セ

シ ウ ム の 堆 積 と 推 察 で き る 。 平 均 値 で は 放 射 線 管 理 区 域

の 〇 ・ 六 μ Sv ／ ｈ 以 下 だ が 、 〇 ・ 六 μ Sv ／ ｈ を 超 え る 測

点 は 地 面 で 三 三 測 点 （ 二 三 ％ ） 、 地 上 一 ｍ で 一 六 測 点 （ 一

一 ％ ） 、 地 上 二 ｍ で 一 〇 測 点 （ 七 ％ ） で あ る 。 地 上 一 ｍ

の 二 〇 二 一 年 の 測 定 値 と 、 環 境 省 測 定 の 二 〇 一 五 年 時 の

空 間 線 量 率 か ら 二 〇 二 一 年 の 自 然 減 衰 で の 空 間 線 量 率 推

計 値 と 比 較 し 、 比 較 値 （ 二 〇 二 一 年 測 定 値 ／ 自 然 減 衰 推

定 値 ） を 求 め た 。 比 較 値 一 を 超 え る 自 然 減 衰 よ り 測 定 空

間 線 量 率 が 高 い 箇 所 は 三 七 点 （ 二 六 ％ ） で あ り 、 自 然 減

衰 を 阻 む 森 林 か ら の 再 汚 染 が あ る と 推 察 で き る 。

宅 地 や 裏 山 で 深 度 三 〇 ㎝ の 土 壌 コ ア 抜 き を 行 い 、 五 ㎝

層 単 位 で の Ｃ ｓ 1 3 7 の 賦 存 量 を 測 定 し た 。 二 三 コ ア で

一 三 八 サ ン プ ル で あ る 。 裏 山 や 山 際 宅 地 の 土 中 の セ シ ウ

ム 量 が 多 く 、 表 層 五 ㎝ 層 で 最 高 四 万 B
q ／ ㎏ と 高 く 、 概 ね

深 さ 一 〇 ㎝ ま で に Ｃ ｓ 1 3 7 は 浸 透 し て い る 。 庭 木 の 表

層 土 壌 は 一 度 除 染 さ れ て い る は ず で あ る が 、 二 〇 ㎝ の 深

さ ま で Ｃ ｓ 1 3 7 が 浸 透 し て い る 。 裏 山 及 び 裏 山 際 宅 地

で は 深 度 一 〇 ㎝ ま で に 九 九 ％ 浸 透 し 、 庭 の 樹 木 下 で 深 度

二 〇 ㎝ ま で に 九 四 ％ 浸 透 し て い る （ 表 1 ） 。 樹 幹 流 （ 雨

に よ る 幹 に 沿 っ た 流 下 ） に よ り 幹 か ら 根 に セ シ ウ ム が 流

下 し て い る と 推 察 す る 。 地 面 の 空 間 線 量 率 （ ｙ ） と 表 層

五 ㎝ 層 の Ｃ ｓ 1 3 7 量 （ ｘ ） の 関 係 式 は y=10544x-2304

（R2=0.45 ） と な り 、 あ る 程 度 の 相 関 が み ら れ 、 地 面 の

空 間 線 量 率 か ら 土 中 の Ｃ ｓ 1 3 7 量 を 推 察 で き る 。 村 の

南 部 （ 原 発 か ら 三 〇 ㎞ に 近 い エ リ ア ） の 山 間 地 域 の 住 宅

で は 、 宅 地 す ぐ の 裏 山 の 土 壌 表 面 は 二 ・ 一 μ Sv ／ ｈ で 、

土 中 の 表 層 五 ㎝ 層 で は Ｃ ｓ 1 3 7 は 四 万 B
q ／ ㎏ と 高 く 、

五 〜 一 〇 ㎝ 層 で も 約 一 万 B
q ／ ㎏ あ り 、 山 際 の 住 宅 裏 の 土

壌 五 ㎝ 層 で も 一 ・ 四 万 B
q ／ ㎏ と 高 い ま ま で あ る 。 二 〇 二

三 年 一 二 月 に 一 二 軒 の 内 の 一 軒 で 室 内 の 掃 除 ゴ ミ （ 約 半

年 分 ） の Ｃ ｓ 1 3 7 量 は 八 、 八 五 〇 〜 一 、 二 〇 五 〇 B
q ／

㎏ で あ り 室 内 へ の Ｃ ｓ 1 3 7 の 入 り 込 み が あ る こ と は 明

確 で あ る 。 長 期 汚 染 地 域 で の 生 活 に お け る 内 部 被 ば く リ

ス ク に 関 し て の 調 査 研 究 と そ の 防 御 対 策 は 必 至 と い え

る 。
■ 里 山 の 放 射 能 汚 染 と 再 生 の 課 題

村 内 で の 村 民 と の 試 験 圃 場 地 の 裏 山 で 二 〇 二 二 年 七 月

に 測 定 し た 。 楢 大 木 直 下 の 表 層 土 壌 に は Ｃ ｓ 1 3 7 が 四

〇 、 五 一 〇 B
q ／ ㎏ と 非 常 に 高 い 。 樹 幹 流 に よ る 影 響 で あ

る 。 幹 か ら 離 れ た 表 層 は 一 ・ 九 μ Sv ／ ｈ で 土 中 五 ㎝ は

九 、 九 九 〇 B
q ／ ㎏ の Ｃ ｓ 1 3 7 で あ る 。 作 業 小 屋 の 前 の

桜 の 樹 皮 の Ｃ ｓ 1 3 7 は 三 五 、 五 一 四 B
q ／ ㎏ と 高 く 、 花

び ら は 一 九 B
q ／ ㎏ あ り 樹 木 の 汚 染 は 続 く 。

原 子 力 緊 急 事 態 宣 言 の 継 続 、 放 射 能 例 外 状 態 の

常 態 化 で の 「 ふ る さ と 喪 失 」 を 問 う

糸 長 浩 司元 日 本 大 学 教 授 、 飯 舘 村 放 射 能 エ コ ロ ジ ー 研 究 会 共 同 世 話 人
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森 林 再 生 を ど う 図 る か は 重 要 な テ ー マ で あ る 。 二 〇 一

七 年 五 月 に 非 汚 染 の 杉 苗 （ 分 解 性 ポ ッ ト を 使 用 し た 苗

木 ） の 提 供 を 受 け 、 農 場 の 里 山 の 汚 染 土 壌 に 植 え 、 二 〇

二 三 年 五 月 に 伐 採 し た 七 年 生 杉 の Ｃ ｓ 1 3 7 の 含 有 量 を

測 定 し た 。 樹 木 内 の Ｃ ｓ 1 3 7 量 は 二 〇 一 五 年 の 被 曝 杉

と 比 べ る と 一 ／ 一 〇 〇 と 非 常 に 低 い 含 有 で あ り 、 汚 染 土

壌 で の 野 菜 へ の 移 行 率 に 相 当 す る 。 二 〇 一 五 年 の 被 曝 杉

で は Ｃ ｓ 1 3 7 が 辺 材 よ り 高 か っ た 心 材 で は 、 七 年 生 杉

で は 心 材 は 辺 材 や 樹 皮 、 葉 よ り も 低 い 。 こ の こ と か ら も

被 曝 杉 の 心 材 へ の 移 行 は 汚 染 土 壌 か ら の 移 行 で は な く 、

汚 染 樹 皮 か ら の 移 行 と 推 察 で き 、 か つ 、 非 汚 染 苗 木 は そ

の 成 長 過 程 で 汚 染 土 壌 か ら の Ｃ ｓ 1 3 7 の 移 行 率 は 、 野

菜 と ど う よ う に 〇 ・ 一 〜 〇 ・ 三 ％ 程 度 と 低 い と い え る 。

以 上 の 点 か ら 、 土 壌 汚 染 さ れ た 里 山 の 再 生 に 非 汚 染 の 苗

木 を 植 樹 す る こ と は 有 効 で あ る と 推 察 す る が 、 現 に 汚 染

さ れ て い る 樹 木 の 処 理 を ど う 的 確 に 処 理 す る か が 課 題 と

し て 残 る 。

■ 生 活 環 境 の 長 期 的 放 射 能 汚 染 状 態 が 宙 づ り に さ

れ て い る

放 射 能 汚 染 対 処 特 措 法 （ 以 下 「 特 措 法 」 ） の 目 的 に は 、

「 事 故 由 来 放 射 性 物 質 に よ る 環 境 の 汚 染 が 人 の 健 康 又 は

生 活 環 境 に 及 ぼ す 影 響 を 速 や か に 低 減 す る こ と を 目 的 と

す る 。 」 と あ る 。 生 活 環 境 に つ い て 同 法 で は 定 義 さ れ て

い な い が 、 環 境 省 の 環 境 基 本 法 に 関 す る Ｈ Ｐ で 、 「 生 活

環 境 （ 人 の 生 活 に 密 接 な 関 係 の あ る 財 産 並 び に 人 の 生 活

に 密 接 な 関 係 の あ る 動 植 物 及 び そ の 生 育 環 境 を 含 む 。 ） 」

（ 線 は 筆 者 ） と 解 説 し て い る 。 食 用 に 供 す る 魚 、 野 草 、

キ ノ コ 、 農 産 物 及 び そ の 生 息 環 境 は 飯 舘 村 民 に と っ て の

身 近 な 生 活 環 境 （ 里 山 環 境 ） で あ る 。 生 活 環 境 の 長 期 的

な 汚 染 の 低 減 を 図 る 目 的 の 法 律 で あ る 特 措 法 だ が 、 対 象

は 除 染 し た も の （ 土 壌 等 ） と 放 射 能 汚 染 廃 棄 物 の み に 限

定 さ れ 、 里 山 環 境 の 汚 染 対 策 は 対 象 と な っ て い な い 。 三

・ 一 一 直 前 ま で 大 切 に 維 持 し て き た 生 活 環 境 が 汚 染 さ れ

は く 奪 さ れ 、 「 ふ る さ と 空 間 」 が 喪 失 し た 。 一 〇 〇 年 以

上 に わ た る 放 射 能 汚 染 と い う 汚 染 環 境 下 で は 元 の 状 態 へ

の 再 創 造 は 不 可 能 と 言 わ ざ る を え な い 。 飯 舘 村 民 が 口 々

に 「 元 の 飯 舘 村 に 戻 し て 欲 し い 」 と い う 言 葉 の 真 の 意 味

が こ こ に あ る 。

■ 原 発 事 故 に よ り 、 飯 舘 村 で の 「 ふ る さ と 育 成 」

条 件 の 破 壊

飯 舘 村 は 住 民 、 行 政 、 研 究 者 の 協 働 に よ る 自 然 共 生 型

の む ら づ く り 、 「 ふ る さ と 育 成 」 の 歴 史 を 持 つ 。 「 ふ る さ

と 育 成 」 の 条 件 は 、 ❶ 自 然 の 条 件 、 ❷ 歴 史 社 会 の 条 件 、

❸ 互 酬 ・ 自 然 経 済 の 条 件 、 ❹ 地 方 自 治 の 条 件 で あ る 。 こ

の 四 条 件 が 原 発 事 故 に よ り 破 壊 さ れ た 。

❶ 自 然 の 条 件 の 破 壊

山 、 川 、 農 地 に 手 を 入 れ つ づ け る こ と で 自 然 の 恵 み を

糧 と し て 生 き 、 さ ら に 憩 い の 場 と し 、 「 自 然 と の 共 生 居

住 権 」 を 享 受 し て き た 。 し か し こ れ ら は 汚 染 さ れ Ｃ ｓ 1

3 7 が 残 存 し て い る 。 元 の 自 然 に 戻 る に は 二 〇 〇 〜 三 〇

〇 年 と い う 八 世 代 以 上 か か る 。 先 に 環 境 省 の い う 生 活 環

境 （ 里 山 環 境 ） に 村 人 は 支 え ら れ て き た が 、 こ の 自 然 の

条 件 が 破 壊 さ れ た 下 で 、 被 ば く リ ス ク に 耐 え な が ら 長 期

的 に 何 の 保 障 も な い 生 活 の 自 己 選 択 が 強 い ら れ て い る 。

除 染 し て も 農 地 に は 数 百 〜 数 千 B
q ／ ㎏ の Ｃ ｓ 1 3 7 が あ

る 。 幸 い 農 産 物 へ の 移 行 率 は 低 い と は い え 、 農 産 物 に 含

有 さ れ る Ｃ ｓ 1 3 7 は ゼ ロ で は な い 。 毎 日 一 B
q の 採 取 を

続 け る と 尿 で の 排 出 を 考 慮 し て も 、 一 定 期 間 で 平 衡 状 態

と な り 体 内 に 常 時 一 四 〇 B
q 程 度 の Ｃ ｓ 1 3 7 が あ る こ と

に な る 。 ベ ー タ ー 崩 壊 に よ る 細 胞 の 破 壊 が 常 時 体 内 で 起

き る と い う 体 内 被 ば く 状 態 の リ ス ク を 抱 え る 。

❷ 歴 史 社 会 の 条 件 の 破 壊

飯 舘 村 に は 二 〇 の 行 政 区 （ コ ミ ュ ニ テ ィ ） が あ る 。 各

行 政 区 は 長 い 歴 史 を も ち 、 祭 り ・ 行 事 も 盛 ん で あ り 、 共

有 地 持 山 （ 共 有 牧 野 組 合 所 有 ） で の 共 同 的 活 動 も 維 持 さ

れ て き た 。 筆 者 が 一 九 九 五 年 か ら 指 導 し た 各 行 政 区 で の

地 区 別 計 画 づ く り と 実 践 は 全 国 的 に も ま れ で 貴 重 な 共 同
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の 営 み で あ っ た 。 二 〇 〇 年 以 上 前 の 天 明 飢 饉 で 疲 弊 し た

時 代 に は 、 越 後 地 方 か ら の 多 く の 移 民 （ 浄 土 真 宗 寺 院 の

僧 侶 た ち の 誘 導 ） に よ り 村 の 存 続 が あ っ た 。 戦 後 、 浜 か

ら の 開 拓 民 の 入 村 、 震 災 前 に は 里 山 暮 ら し を 愛 す る 移 住

者 も い て 村 社 会 の 新 た な 賑 わ い も あ っ た 。 現 在 の 帰 村 率

は 三 割 で あ り 、 発 災 前 の 行 政 区 で の 社 会 的 営 み は 破 壊 さ

れ る か 、 細 々 と 続 け ら れ て い る 状 況 で あ る （ 写 真 1 ） 。

二 地 域 居 住 に よ り 行 政 区 の 環 境 維 持 や コ ミ ュ ニ テ ィ 維 持

に 努 力 し て い る 村 民 も い る が 、 時 間 の 経 緯 と と も に そ の

継 続 性 は 厳 し い も の が あ る 。 祭 り ・ 行 事 の 伝 統 文 化 の 維

持 継 承 も 難 し く 、 共 的 空 間 の 維 持 も 不 可 能 と な り 荒 廃 が

予 想 さ れ る 。

❸ 互 酬 ・ 自 然 経 済 の 条 件 の 破 壊

飯 舘 村 で は 発 災 前 は 「 ま で い な 暮 ら し 」 と い う 、 田 園

環 境 を 大 切 し ゆ と り の あ る 暮 ら し を む ら づ く り の 基 本 と

し て い た 。 山 の 幸 、 川 の 幸 、 農 の 幸 を 食 し 、 村 内 の 水 を

飲 み 、 村 内 の 薪 を 利 用 し 暖 を 取 り 、 風 呂 に 入 り 調 理 を し

て い た 。 食 も エ ネ ル ギ ー も 地 元 の 自 然 資 源 に 依 拠 し た 地

産 地 消 の 身 近 な 自 然 経 済 が 生 活 は 支 え て い た 。 お 金 が な

く て も 、 所 得 が 少 な く て も 生 活 は 成 立 し て い た 。 隣 近 所

や 親 せ き 、 仲 間 か ら の お す そ 分 け 」 の 互 酬 経 済 も 大 き な

支 え の 一 つ で あ る 。 経 済 だ け で な い 心 の 交 流 と い う 心 理

的 役 割 も 大 き か っ た 。 こ の 経 済 が 発 災 に よ る 避 難 生 活 で

破 壊 さ れ た 。 全 て 金 を 介 し た 経 済 に 翻 弄 さ れ る と い う 市

場 経 済 の 痛 み と そ の 虚 し さ を 村 民 は 避 難 生 活 で 味 わ っ て

き た 。 豊 か な 自 然 資 源 が 放 射 能 汚 染 さ れ 、 そ の 自 然 資 源

を 活 用 し た 自 然 経 済 が 営 め な い 避 難 生 活 は よ り 村 民 の 避

難 経 済 を 疲 弊 さ せ 、 か つ 、 お 金 、 市 場 経 済 、 都 市 経 済 に

頼 ら ざ る を 得 な い と い う 経 済 意 識 に 変 容 さ せ た 。 帰 村 し

て 、 自 家 菜 園 を 営 む 村 民 た ち も 、 生 産 し た 農 産 物 の 放 射

能 汚 染 を 気 に し て 気 軽 に か つ て の よ う な 「 お す そ 分 け 」

が で き な い と 苦 闘 す る 。 互 酬 経 済 の 意 識 が 委 縮 し て し ま

っ た 。 長 期 的 な 放 射 能 汚 染 に よ る 相 互 扶 助 ＝ 互 酬 ・ 自 然

経 済 の 萎 縮 ・ 崩 壊 で あ る 。 自 然 か ら の 燃 料 も 汚 染 さ れ て

い る 。 筆 者 の 調 査 で は 村 内 の 住 宅 で の 薪 ス ト ー ブ の 灰 に

は Ｃ ｓ 一 三 七 が 五 、 〇 〇 〇 B
q ／ ㎏ 近 く 含 ま れ て い る 。 放

射 能 汚 染 下 と い う 例 外 状 態 下 で の 生 活 環 境 に お い て 、 身

近 な 自 然 経 済 に 頼 る と い う こ と は こ の リ ス ト を 抱 え る こ

と に な る 。

❹ 地 方 自 治 の 条 件 の 切 断

筆 者 が 指 導 し た 一 九 九 四 年 の 飯 舘 村 第 四 次 総 合 振 興 計

画 に は 、 村 民 の 自 主 共 同 に よ る 二 〇 地 区 別 の 「 地 区 別 計

画 」 が 含 ま れ て い る 。 地 区 別 計 画 の 活 動 資 金 と し て 総 額

二 億 円 が ふ る さ 創 生 資 金 を 生 か し た 用 意 さ れ 、 一 〇 年 間

の 二 〇 行 政 区 の 個 別 地 域 づ く り の 資 金 と し て 各 地 区 一 〇

〇 〇 万 円 が 支 給 さ れ た 。 そ の 後 、 筆 者 は 継 続 的 に 指 導 し 、

第 五 次 総 合 振 興 計 画 が 二 〇 〇 五 年 に 「 大 い な る 田 舎 ま で

い ラ イ フ ・ い い た て 」 と し て 、 地 区 別 計 画 及 び 地 区 間 連

携 計 画 も 含 め て 計 画 さ れ た 。 ま で い （ じ っ く り ゆ っ く り ）

な 田 舎 の 魅 力 を よ り 高 め 、 そ こ に 暮 ら す 誇 り を 抱 け る む

ら づ く り を 進 め て き た 。 し か し 、 村 行 政 と 村 民 の 共 同 に

よ る 地 方 自 治 に よ る む ら づ く り の 伝 統 は 切 断 さ れ つ つ あ

る 。 帰 村 率 三 割 で は 厳 し い 。 よ り 行 政 依 存 型 の む ら づ く

り に な ら ざ る 得 な い 。 帰 村 村 民 の 高 齢 化 は そ れ に 拍 車 を

か け る 。 発 災 直 後 か ら の 高 額 な 復 興 関 連 補 助 金 は い つ ま

で も 継 続 で き ず 、 復 興 関 連 で 膨 大 に 新 築 さ れ た 公 共 施 設

群 を 村 単 独 の 予 算 で 維 持 す る こ と は 厳 し い こ と は 村 民 か

ら も 指 摘 さ れ る 。 発 災 前 は 、 村 民 の 自 主 的 で 共 同 的 な 活

動 に よ り 、 行 政 負 担 は カ バ ー さ れ て い た 面 が 大 き い 。 村

民 （ 行 政 区 ） と 村 行 政 の 両 輪 で 回 っ て い た 飯 舘 村 の む ら

づ く り は 、 一 方 の 村 民 の 急 激 な 減 少 と 高 齢 化 に よ り 、 村

行 政 だ け の 片 輪 で 回 す こ と が い つ ま で 可 能 か が 問 わ れ こ

と に な る 。

■ 原 子 力 緊 急 事 態 宣 言 継 続 ＝ 例 外 状 態 の 常 態 化 に

よ る 被 災 地 被 災 者 と 環 境 の 宙 づ り 状 態

原 子 力 災 害 対 策 特 別 措 置 法 （ 以 下 「 原 災 法 」 ） に よ る

原 子 力 緊 急 事 態 宣 言 （ 以 下 「 緊 急 事 態 宣 言 」 ） は 解 除 さ

れ ず 、 日 本 は ジ ョ ル ジ ョ ・ ア カ ン ベ ン が 述 べ る 「 例 外 状
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態 の 常 態 化 」 に あ る 。 独 の カ ー ル ・ シ ュ ミ ッ ト は 一 九 二

二 年 に 「 主 権 者 と は 例 外 状 態 に 関 し て 決 定 を く だ せ る 者

を い う 」 と し 、 混 乱 と 病 ん だ 民 主 主 義 に 対 し て ヴ ァ イ マ

ル 憲 法 第 四 八 条 で の 大 統 領 緊 急 令 と い う 例 外 状 態 で の 正

義 の 政 治 を 期 待 し た 。 良 い 例 外 状 態 が あ る と す れ ば 、 緊

急 事 態 宣 言 下 で 国 民 の た め の 正 義 の 執 行 が さ れ る べ き で

あ る が 、 残 念 な が ら 後 で 述 べ る よ う に 現 存 被 ば く 状 況 と

い う 法 外 で の 被 ば く を 許 容 す る 悪 い 例 外 状 態 の 常 態 化 が

進 ん で い る 。 ① 破 壊 さ れ て い る 原 子 力 施 設 は 危 機 的 状 況

の ま ま で あ り 再 度 の 放 射 性 物 質 が 飛 散 さ れ る 可 能 性 が あ

り 、 ② 原 子 力 施 設 か ら 飛 散 し た 放 射 性 物 質 が 森 林 ・ 河 床

に 広 域 か つ 大 量 に 残 存 し 除 去 で き ず 現 存 被 ば く 状 況 が つ

づ き 、 ③ 森 林 等 に 堆 積 さ れ た 放 射 性 物 質 は 豪 雨 災 害 等 で

生 活 圏 域 に 流 下 し 再 被 ば く を 拡 大 さ せ る 可 能 性 も 否 定 で

き な い 状 態 に あ る 。

原 災 法 で は 緊 急 事 態 宣 言 中 は 緊 急 事 態 応 急 対 策 （ 原 子

力 災 害 の 拡 大 の 防 止 を 図 る た め 実 施 す べ き 応 急 の 対

策 ） 、 宣 言 解 除 後 に 原 子 力 災 害 事 後 対 策 （ 原 子 力 災 害 の

拡 大 の 防 止 又 は 原 子 力 災 害 の 復 旧 を 図 る た め 実 施 す べ き

対 策 ） と 規 定 し て い る 。 現 在 は 宣 言 中 で の 災 害 の 拡 大 防

止 の 期 間 で あ る が 、 実 際 は 事 後 対 策 の 復 旧 （ 復 興 ） 事 業

が 大 規 模 に 実 施 さ れ て い る と い う 法 施 行 上 の 矛 盾 が あ

る 。 災 害 の 拡 大 （ 環 境 汚 染 や 被 ば く の 拡 大 ） 防 止 の 応 急

対 策 が さ れ な い ま ま 、 帰 還 優 先 の 復 興 事 業 が 事 後 対 策 と

し て 実 施 さ れ て い る と も 受 け 取 れ る 。 原 災 法 そ の も の の

欠 陥 で も あ り 、 例 外 状 態 を 決 定 し た 執 行 権 者 の 責 任 で も

あ る 。

■ 放 射 能 例 外 状 態 ＝ 現 存 被 ば く 状 況

官 邸 は 、 「 事 故 な ど の 非 常 事 態 が 収 束 す る 過 程 で 、 被

ば く 線 量 が 平 常 時 の 公 衆 の 線 量 限 度 （ 一 ｍ Sv ／ 年 ） よ り

高 い 状 態 が 定 着 し 、 さ ら な る 線 量 低 減 に 長 期 間 を 要 す る

状 態 を 「 現 存 被 ば く 状 況 」 と 呼 び ま す 。 現 存 被 ば く 状 況

で は 線 量 限 度 を 用 い ず に 、 公 衆 の 防 護 活 動 の 目 安 と す る

線 量 で あ る 「 参 考 レ ベ ル 」 を 用 い ま す 。 … … 現 存 被 ば く

状 況 に あ る 福 島 の 現 状 に 当 て は め る と 、 国 ・ 規 制 当 局 が

定 め た 避 難 あ る い は 帰 宅 基 準 の も と で 、 帰 宅 を 望 む 住 民

の 帰 宅 を 促 す 一 方 、 放 射 線 防 護 の 最 適 化 を 実 践 し て 、 参

考 レ ベ ル を 目 安 と し て 反 復 し て 防 護 活 動 を 実 施 す る こ と

が 肝 要 で す 。 そ れ に よ っ て 、 一 日 も 早 く よ り 安 定 し た 生

活 環 境 を 整 備 す る こ と が 望 ま れ ま す 。 」 （ 放 射 線 防 護 の 最

適 化 ／ 現 存 被 ば く 状 況 で の 運 用 ） と 説 明 す る 。 福 島 で の

生 活 は 一 〜 二 〇 ｍ Sv ／ 年 の 現 存 被 ば く 状 況 で 我 慢 す る こ

と を 要 請 し て い る 。 自 然 災 害 状 態 に お い て 、 食 料 ・ 燃 料

・ 快 適 な 住 ま い 等 は 補 償 で き ず 一 部 生 存 権 の 欠 落 状 態 に

耐 え て 欲 し い と い う 例 外 状 態 を 長 期 的 に 要 請 し て い る こ

と に な る 。 こ の 期 間 が Ｃ ｓ 1 3 7 の 半 減 期 か ら 想 定 し て

も 二 〇 〇 年 以 上 に な る 。 一 方 で 、 こ の 超 超 長 期 的 な 放 射

能 例 外 状 態 に 関 し て 執 行 者 ＝ 政 府 は 、 立 法 府 に 適 正 な 法

制 定 を 要 請 し て は い な い 。

環 境 省 の Ｈ Ｐ で は 「 事 故 に よ っ て 被 ば く 状 況 が 変 わ

り 、 公 衆 被 ば く に つ い て は 、 日 本 の 法 令 に は な い 参 考 レ

ベ ル の 考 え 方 が 採 用 さ れ ま し た 。 … … Ｉ Ｃ Ｒ Ｐ 二 〇 〇 七

年 勧 告 の 被 ば く 状 況 に 応 じ た 線 量 目 安 を 参 考 に … … 第 二

に 、 … … 必 要 に 応 じ て 、 更 に 低 い 参 考 レ ベ ル を 設 定 す る

こ と で 、 線 量 低 減 を 効 率 的 に 進 め て い く こ と と さ れ て い

ま す 。 」 と あ る 。 非 常 に 執 行 者 と し て は 不 明 瞭 な 公 式 文

書 で あ る 。 か つ Ｉ Ｃ Ｒ Ｐ と い う 外 部 か ら の 参 考 値 と い う

「 基 準 」 で 例 外 状 態 を 定 義 し て い る だ け で 、 主 権 権 者 と

し て の 責 任 を 回 避 し て い る 。 さ ら に 平 常 時 に お け る 国 民

（ 公 衆 ） の 被 ば く し な い 権 利 と し て の 一 ｍ Sv ／ 年 以 下 は

法 的 に 措 定 さ れ て い な い 。 発 災 後 の 政 府 答 弁 は 、 「 線 量

告 示 は 、 原 子 力 事 業 者 等 が 原 子 力 施 設 の 運 転 等 に 際 し て

満 た す べ き 基 準 を 定 め た も の で あ り 、 御 指 摘 の よ う な 「 公

衆 の 被 ば く 限 度 」 を 定 め た も の で は な い 。 」 （ 平 成 三 〇 年

一 一 月 二 〇 日 ） で あ る 。 国 民 の 被 ば く に 対 す る 身 体 防 御

の た め の 基 準 を 緊 急 事 態 宣 言 下 に お い て 法 に 定 め て 対 処

す る こ と も せ ず 、 参 考 値 と い う あ い ま い な 基 準 で 長 期 的

汚 染 地 域 で の 生 活 を 国 民 の 自 己 責 任 で 放 置 し て い る 。 二

〇 〇 八 年 Ｉ Ｃ Ｒ Ｐ 1 1 1 勧 告 で 使 用 し た 長 期 汚 染 地 域 と

い う 重 要 な 言 葉 も 使 用 せ ず 、 例 外 状 態 下 で の 長 期 汚 染 地

域 が 存 在 し な い か の よ う な 対 策 を 政 府 は と り 続 け て い

る 。 国 民 の 身 体 に 関 わ る 重 要 な 問 題 で あ る 被 ば く 問 題 が

宙 づ り に さ れ て い る 状 況 で あ る 。 例 外 状 態 お け る 執 行 権

を 付 託 し た 国 民 を 守 る た め の 執 行 権 力 か ら 逃 走 し て い

る 。 加 害 者 の 東 京 電 力 及 び 原 発 推 進 を 進 め て き た 政 府 の

一 連 の 政 策 を か ば う た め か 。

■ 飯 舘 村 で 進 む 核 災 害 リ ス ク を 伴 う 復 興 事 業

汚 染 木 材 が 飯 舘 村 蕨 平 に 建 設 中 の バ イ オ マ ス 発 電 所 の

燃 料 に な る 。 こ の 施 設 は Ｆ Ｉ Ｔ 対 応 施 設 で 東 電 が 主 体 の

民 間 企 業 が 運 営 し 、 八 〇 億 円 近 く の 国 か ら の 補 助 金 で 建

設 さ れ 収 益 は 東 電 ら に 入 る 。 バ グ フ ィ ル タ ー を 二 段 設 置

し 飛 灰 管 理 を す る と い う が 、 バ グ フ ィ ル タ ー は 放 射 性 超

微 粒 子 を 補 足 で き ず 煙 に 交 じ り 周 辺 に 放 射 性 物 質 が 降 り

注 ぐ 。 事 業 者 は 九 九 ・ 九 九 ％ の 集 塵 と 自 慢 す る が 、 〇 ・

〇 一 ％ は 漏 れ 、 そ れ が 三 〇 年 間 施 設 敷 地 及 び 周 囲 に 降 下

し 汚 染 を 継 続 さ せ る 。 電 離 則 に 相 当 す る 施 設 で あ り 労 働

災 害 も 危 惧 さ れ る 。 か つ 、 燃 焼 灰 は Ｃ ｓ 1 3 7 が 濃 縮 さ

れ 一 〇 万 B
q ／ ㎏ を 超 え る と 予 想 さ れ 、 指 定 廃 棄 物 と な る

こ と は 明 確 で あ る に も 関 わ ら ず 放 射 性 同 位 元 素 等 規 制 法

の 対 象 外 と し て 、 作 業 労 働 に 関 し て の み 労 働 安 全 衛 生 法
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に お け る 特 別 規 則 の 電 離 則 を 当 て は め る よ う な 見 解 を 関

係 省 は 示 す の み で あ り 、 法 的 に は 中 途 半 端 な 施 設 の 位 置

づ け と な っ て い る 。

帰 還 困 難 区 域 の 長 泥 で は 環 境 省 主 導 で 村 内 の 汚 染 除 去

土 壌 を 再 利 用 し た 水 田 埋 立 ・ 圃 場 整 備 事 業 が 「 再 生 利 用

実 証 事 業 」 と し て 実 施 さ れ て い る 。 「 特 措 法 」 で の 処 分

の 一 形 態 と し て の 実 証 事 業 を 政 府 は 位 置 付 け て い る が 、

法 的 根 拠 は 希 薄 で あ る こ と を 意 識 し て か 、 政 府 自 身 も 「 実

証 」 と い う 実 験 的 事 業 と 認 め て い る 。 何 十 年 に わ た る 農

作 業 が 被 ば く の リ ス ク の 上 に 実 験 労 働 と し て 村 民 に よ っ

て 行 わ れ る 。 例 外 状 態 で の 無 謀 な 作 業 （ 電 離 則 の 管 理 下

で の 労 働 ） が 復 興 事 業 の 一 つ と な っ て い る 。 埋 立 圃 場 は

比 曽 川 （ 南 相 馬 市 の 上 流 ） よ り 高 く な り 、 川 沿 い に 約 二

ｍ 高 い 垂 直 の コ ン ク リ ー ト 擁 壁 が 立 つ 異 様 な 河 川 風 景 が

生 ま れ （ 写 真 2 ） 、 こ の 擁 壁 は 一 〇 〇 年 以 上 に わ た っ て 維

持 し 続 け る と い う 難 題 が 突 き 付 け ら れ て い る 。

■ お わ り に

能 登 半 島 地 震 に よ る 道 路 破 断 と 家 屋 倒 壊 、 志 賀 原 発 設

備 の 破 損 で 、 改 め て 原 発 事 故 か ら の 避 難 計 画 は 破 綻 し て

い る こ と が 明 確 と な っ た に も 関 わ ら ず 、 原 発 稼 働 中 止 は

な く 再 稼 働 の 勢 い は や ま な い 。 緊 急 事 態 宣 言 の 長 期 化 は

放 射 能 例 外 状 態 の 常 態 化 を 意 味 し 、 そ の 中 で 国 民 、 被 災

者 は 現 存 被 ば く 状 況 を 我 慢 し 、 か つ 、 健 康 被 害 は 原 発 事

故 由 来 で は な い と 主 張 さ れ 、 被 害 者 の 自 己 責 任 で 対 処 せ

よ と い う 例 外 状 態 で の 冷 酷 な 政 治 が ま か り 通 っ て い る 。

一 九 二 二 年 の 例 外 状 態 の 概 念 を 提 示 し た 独 の シ ュ ミ ッ ト

が 期 待 し た 正 義 の 主 権 権 者 は 存 在 せ ず 、 不 正 義 の 主 権 権

者 に よ る 放 射 能 例 外 状 態 の 統 治 が 、 今 後 一 〇 〇 年 以 上 も

続 く と 想 定 す る と 絶 望 し か な い 。 し か し 、 そ れ を 変 革 す

る の も 国 民 で あ る こ と を 肝 に 命 じ て 地 道 な 支 援 研 究 行 動

を 続 け る こ と に す る 。
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